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会員数701人（2008年4月1日現在） 

（平成１９年度福岡県・美術展覧会入選作品） 
人垣越しに靴を脱いだ女性の足先だけでの演技とその
場の雰囲気すべてを表現しきった秀作。 

（写真クラブ 柴田恭輔） 

平
成
20
年
度
　
活
動
方
針
 

▼
一
昨
年
鹿
児
島
支
部
を
発
足
さ

せ
て
、
今
ま
で
松
九
会
の
諸
活
動

と
つ
な
が
り
が
少
な
か
っ
た
の
が
、

こ
れ
で
松
九
会
が
大
変
身
近
な
も

の
に
な
る
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
す

▼
鹿
児
島
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
て
生
活
環
境
と
し
て
素
晴
ら
し

い
処
で
す
。
自
然
の
山
河
を
活
か

し
て
多
く
の
市
町
村
で
は
地
域
活

性
化
の
た
め
に
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
有
名
な
菜

の
花
マ
ラ
ソ
ン
に
１
万
人
以
上
、

桜
島
を
中
心
に
走
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

桜
島
に
３
５
０
０
人
、
地
元
伊
集

院
の
梅
マ
ラ
ソ
ン
に
２
５
０
０
人
、

出
水
の
つ
る
マ
ラ
ソ
ン
に
３
０
０
０

人
、
阿
久
根
ぼ
ん
た
ん
マ
ラ
ソ
ン

に
2
０
０
０
人
と
多
種
多
様
の
大

会
に
県
内
外
か
ら
多
数
の
人
々
が

参
加
し
て
、
健
康
で
あ
る
喜
び
を

語
ら
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
▼
健
康
づ
く
り
に
は
、
美
し

い
自
然
を
眺
め
な
が
ら
新
鮮
な
空

気
を
腹
一
杯
吸
い
つ
つ
マ
イ
ペ
ー
ス

で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
最
適
で
す
。
ま
た
運
動

後
の
、
ビ
ー
ル
の
味
は
格
別
で
す

▼
私
達
は
、
こ
の
様
な
素
晴
ら
し

い
自
然
を
大
切
に
守
り
、
次
の
世

代
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
何
か
と
問
題
に
な
っ
て
い
る

環
境
破
壊
、
地
球
温
暖
化
現
象
、

ま
た
身
近
な
ゴ
ミ
処
理
な
ど
、
一

人
一
人
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、

自
分
に
出
来
る
こ
と
を
真
面
目
に

忠
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
次
の
世
代
を
担
う

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
球
を
守
っ
て
行
き
た
い
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　（
林
田
栄
次
） 

4
月
24
日
第
13
回
定
期
総
会
が

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
福
岡
、
花
籠

の
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

役
員
15
名
と
地
区
選
出
の
代
議
員

17
名
が
出
席
し
新
年
度
の
役
員
体
制

や
活
動
方
針
、
予
算
な
ど
の
提
案
が

行
な
わ
れ
、
審
議
の
結
果
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。 

ま
ず
瀬
戸
口
幹
事
（
福
岡
／
北
東

地
区
）
の
司
会
で
、
平
成
19
年
度
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
１
霊
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
、
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

福
田
幹
事
（
福
岡
／
中
地
区
）
を
議

長
に
選
出
し
ま
し
た
。 

太
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
赤
峰

社
長
、
中
原
委
員
長
か
ら
の
祝
電
披

露
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
で

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

太
田
会
長
は
任
期
満
了
に
伴
い
平

成
19
年
度
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
20
年
度
は
会
長
に
井
上
紘
之

さ
ん
、
副
会
長
に
高
山
國
光
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
社
友
会
か
ら
山
田
副
会

長
、
山
口
幹
事
２
名
が
参
加
さ
れ
お

互
い
に
情
報
交
換
を
行
い
親
交
を
深

め
ま
し
た
。 

基
本
の
考
え
方
 

・
次
世
代
の
新
入
会
員
が
多
数
入
会

さ
れ
る
事
が
予
測
さ
れ
る
為
、
会
の

運
営
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、

地
区
単
位
の
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
を
継
続

発
展
さ
せ
る
と
共
に
、
環
境
へ
の
取

り
組
み
（
エ
コ
活
動
）
を
す
す
め
ま
す
。 

・
長
期
的
な
観
点
か
ら
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会

社
（
以
後
「
Ｐ
Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
」
と

い
う
）
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
の
あ
り
方

や
組
織
・
運
営
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

活
動
の
重
点
 

（１）
会
員
の
増
加
に
伴
い
、
運
営
体
制

　
を
見
直
し
ま
す
。 

①
現
行
地
区
体
制
の
分
割
や
く
く

　
　
り
の
検
討
を
進
め
ま
す
。 

　
本
年
度
は
南
東
地
区
を
「
南
東
」

　
　
と
「
筑
後
」
に
分
割
し
新
地
区

　
　
を
発
足
さ
せ
ま
す
。 

②
地
区
会
員
の
増
減
に
応
じ
、
地

　
　
区
委
員
を
増
減
で
き
る
様
に
し

　
　
ま
す
。 

（２）
会
員
の
連
帯
感
や
親
睦
を
深
め
る

　
活
動
を
一
層
活
発
化
さ
せ
ま
す
。 

①
地
区
単
位
の
同
好
会
発
足
や
地

　
　
区
行
事
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

②
「
新
年
懇
親
会
」「
サ
マ
ー
パ
ー

　
　
テ
ィ
」
等
の
行
事
内
容
を
充
実

　
　
し
ま
す
。 

③
地
区
懇
談
会
に
会
社
役
員
、
組

　
　
合
役
員
を
招
待
し
Ｏ
Ｂ
と
現
役

　
　
の
交
流
を
図
り
ま
す
。 

④
「
生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー
」
を
継

　
　
続
し
、
活
動
内
容
を
広
め
て
い

　
　
き
ま
す
。 

（３）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
を
継
続

　
し
、エ
コ
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
す
。 

①
各
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
を
積
極
的
に
顕
彰
し
、
活
動
の

　
　
輪
を
広
げ
ま
す
。 

②
エ
コ
活
動
で
は
身
近
な
事
よ
り

　
　
取
り
組
み
ま
す
。 

（４）
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

　
充
実
に
努
め
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
エ
コ
活
動

　
の
特
集
号
を
発
行
し
ま
す
。 

（５）
一
般
会
計
と
会
員
会
計
の
見
直
し
、

　
合
理
的
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま

　
す
。 

（６）
引
き
続
き
会
員
資
格
者
（
未
加
入

　
者
を
含
む
）
の
松
九
会
加
入
促
進

　
を
図
り
ま
す
。 

（７）
会
員
証
メ
リ
ッ
ト
（
会
員
証
利
用

　
範
囲
を
拡
大
）
を
促
進
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
 

 

村
上
直
人
さ
ん
（
福
岡
／
南
地
区
） 

「
写
真
」 

高
み
の
見
物 

挨拶する井上新会長 

Gallery

こ
の
度
の
総
会
で
会
長
に
就
任

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

松
九
会
も
多
数
の
入
会
者
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
会
の
運
営
を
充
実

さ
せ
る
と
共
に
地
区
単
位
の
活
動

の
輪
を
広
げ
、
会
員
の
皆
様
が
第

二
の
人
生
を
心
身
と
も
に
健
康
で

楽
し
い
人
生
が
過
ご
せ
る
様
に
手

助
け
す
る
の
が
任
務
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

会
員
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援

を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

〜 

井
上
会
長
挨
拶 

〜 



3
月
10
日
、
鳥
栖
中
央
公
民
館
会

議
室
で
地
区
幹
事
・
地
区
委
員
・
同

好
会
世
話
役
等
、
8
名
の
参
加
で
運

営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成

19
年
度
は
延
3
0
2
人
の
会
員
の

方
が
地
区
行
事
や
同
好
会
活
動
へ

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
数
字
は
会

員
一
人
当
り
5.6
回
、
各
種
の
行
事
に

参
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
3

年
後
の
平
成
22
年
に
は
会
員
数
が

1
0
0
名
規
模
に
な
る
こ
と
も
予
測

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
体
制
づ
く
り

が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

今
回
の
運
営
委
員
会
で
は
、
平
成

20
年
度
の
行
事
日
程
と
世
話
役
に
つ

い
て
の
審
議
を
行
い
、
地
区
総
会
・

懇
親
会
・
若
佐
会
・
山
歩
会
、
パ
ソ

コ
ン
交
流
会
等
の
行
事
お
よ
び
日
程

を
決
め
、
世
話
役
に
つ
い
て
新
た
に

4
名
の
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

新
世
話
役
に
な
ら
れ
た
の
は
、
会

計
・
小
倉
敏
彦
さ
ん
　
山
歩
会
・
吉

田
勝
則
さ
ん
　
パ
ソ
コ
ン
交
流
会
・

川
野
克
睦
さ
ん
、
溝
越
昭
義
さ
ん
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
進
一
郎
） 

 

3
月
23
日
、
18
時
か
ら
大
橋
の
「
や

ぶ
れ
か
ぶ
れ
別
館
」
で
平
成
19
年
度

第
2
回
南
地
区
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
26
名
。
赤
司
幹

事
の
挨
拶
・
連
絡
事
項
に
続
き
、
4

月
か
ら
の
新
幹
事
の
候
補
に
西
儀
務

さ
ん
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
ら
し
く
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
た
金

崎
暉
正
さ
ん
、
日
名
子
季
俊
さ
ん
の

紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊

藤
隆
允
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
会

が
始
ま
り
、
お
互
い
の
近
況
と
美
味

し
い
料
理
を
肴
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
時
間

が
来
た
の
で
全
員
で
カ
メ
ラ
に
納
ま

り
、
和
気
藹
々
の
う
ち
に
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
原
田
和
夫
） 

■
会
長
　
　
　
　
　
井
上
　
紘
之
　
…
新
任
 

■
副
会
長
　
　
　
　
高
山
　
國
光
　
…
新
任
 

■
事
務
局
長
　
　
　
森
永
　
正
行
　
…
留
任
 

■
福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
　
 

　
瀬
戸
口
雅
義
（
北
東
地
区
担
当
）
…
留
任
 

　
清
成
　
文
彦
（
西
　
　
〃
　
　
）
…
新
任
 

　
福
田
　
義
弘
（
中
　
　
〃
　
　
）
…
留
任
 

　
西
　
　
儀
務
（
南
　
　
〃
　
　
）
…
新
任
 

　
福
永
　
攻
治
（
南
東
　
〃
　
　
）
…
新
任
 

　
桑
野
智
喜
人
（
筑
後
　
〃
　
　
）
…
新
任
 

■
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
　
 

　
小
林
　
正
勝
（
佐
賀
地
区
担
当
）
…
新
任
 

　
薬
師
寺
信
幸
（
大
分
　
〃
　
　
）
…
留
任
 

　
深
江
　
良
輔
（
熊
本
　
〃
　
　
）
…
留
任
 

　
杉
村
　
　
実
（
宮
崎
　
〃
　
　
）
…
留
任
 

　
林
田
　
栄
次
（
鹿
児
島
　
〃
　
）
…
留
任
 

■
監
査
役
　
　
　
　
　
　
 

　
船
津
　
幸
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
…
留
任
 

（
退
任
さ
れ
る
役
員
）
 

　
会
　
長
　
　
太
田
　
洋
通
 

　
幹
　
事
　
　
松
原
　
　
章
 

　
幹
　
事
　
　
播
重
　
義
明
 

　
幹
　
事
　
　
赤
司
　
一
紘
 

　
幹
　
事
　
　
羽
根
　
信
夫
 

短
信
 

高
山
國
光
さ
ん
（
福
岡
／
中
地
区
）
 

3
月
8
日
、
海
の
中
道
海
浜
公
園

で
恒
例
の
植
樹
会
が
実
施
さ
れ
た
。

前
日
の
雨
模
様
が
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
P
C
C
社
員
、
松
九
会
会
員
総

勢
35
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

他
の
団
体
を
含
め
約
2
0
0
名

の
規
模
の
植
樹
会
で
す
。 

昨
年
植
樹
し
た
横
に
約
1
0
0
0

本
の
松
苗
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。 

ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
り
、
腐
葉
土
、

苗
、
肥
料
の
順
序
に
植
え
つ
け
、
一

本
ず
つ
補
強
竹
に
結
び
付
け
て
植
え

る
作
業
で
す
。
傾
斜
地
で
足
場
が
悪

く
、
重
た
い
土
運
び
や
苗
土
の
ほ
ぐ

し
に
悪
戦
苦
闘
、
最
後
は
全
員
の
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
水
や
り
。
15
年
後

白
砂
青
松
を
眺
め
る
こ
と
を
楽
し
み

に
心
の
洗
濯
を
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
笠
井
雅
弘
） 

昨
年
8
月
の
Ｋ
Ｂ
Ｃ
オ
ー
ガ
ス

タ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
連
日
35

度
の
猛
暑
で
暑
さ
と
の
闘
い
で
し
た

が
ス
コ
ア
ラ
ー
と
し
て
横
尾
要
、
宮

里
聖
志
、
小
田
孔
明
な
ど
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
選
手
に
つ
い
て
18
ホ
ー
ル

を
ま
わ
り
ま
し
た
。
　
　（
高
山
國
光
） 

地区名 日　程 場　所 

 佐賀 5月17日（土） 光林飯店 

 熊本 5月13日（火） 白鷺荘 

 大分 5月22日（木） レインボーホール 

 宮崎 5月24日（土） 松風軒 

 鹿児島 5月17日（土） きぬや 

平成20年度 地区総会の日程 

地区総会では定期総会の報告事項、平成20年度地区活動計画などが審議されます。 
お誘い合わせの上、同封の議案書持参でぜひ参加下さい。 

地区名 日　程 場　所 

 福岡／北東 5月22日（木） PCC 春日寮 

 福岡／西 5月22日（木） クリオコート博多 

 福岡／中 5月29日（木） ミリカローデン那珂川 

 福岡／南 5月21日（水） PCC 春日寮 

 福岡／南東 5月27日（火） PCC 春日寮 

 福岡／筑後 5月24日（土） PCC 春日寮 

本
年
度
の
役
員
体
制
 

運
営
委
員
会
開
催
 

佐
賀
 

南
 第
2
回
南
地
区
懇
親
会
 

福岡 

『
は
か
た
夢
松
原
の
会
　
植
樹
会
』
 

『
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
』
 

上
田
辰
雄
（
宮
崎
地
区
） 

地
区
だ
よ
り
 

平成20年度  新役員の顔ぶれ  

松九会会員も汗を流しました 

PCC社員と一緒に 

小林　正勝 
佐賀地区幹事 

桑野　智喜人 
筑後地区幹事 

福永　攻治 
南東地区幹事 

西　儀務 
南地区幹事 

清成　文彦 
西地区幹事 

高山　國光 
副会長 

井上　紘之 
会長 

定
年
後
は
虚
脱
感
や
孤
独
感
に
よ

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
か
ら
来
る
病

気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
健
康
管

理
に
留
意
し
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。 

自
分
自
身
を
振
り
返
り
考
え
る
と

住
吉
に
生
ま
れ
育
ち
、
健
康
で
定
年

卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
、
微
力
な
が
ら
地
元
に
恩
返
し

と
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
選
択
し

ま
し
た
。 

今
で
は
、
地
元
の
住
吉
地
区
花
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
す
み
よ
し
公
園
の

ゴ
ミ
拾
い
、
住
吉
っ
子
見
守
り
隊
で

は
小
学
生
の
下
校
時
に
立
ち
番
で
子

供
達
を
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。
お
帰

り
な
さ
い
と
言
葉
を
か
け
る
と
元
気

よ
く
「
た
だ
い
ま
」
の
返
事
で
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
健
康
維
持
管
理
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
な
が
ら
ボ
ケ
防
止
の
た
め
、

地
元
紙
の
「
窓
」
に
原
稿
を
考
え
投

稿
し
て
お
り
ま
す
。 

子供見守り隊 

芥屋ゴルフ場にて（左） 



カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
C
M
C
）
主
催
の
第
12
次
カ
ン

ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。 

2
月
17
日
に
福
岡
を
出
発
し
バ

ン
コ
ク
経
由
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都

で
あ
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
降
り
立
ち
ま

し
た
。 

プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
ポ
ル
ポ
ト
派
に

よ
る
虐
殺
現
場
や
収
容
所
、
ご
み
の

山
で
懸
命
に
働
く
子
供
達
と
の
交
流

を
行
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
地

雷
が
最
も
多
く
埋
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
に
入
り
、

地
雷
撤
去
現
場
で
の
地
雷
爆
破
に
立

会
い
、
ま
た
地
雷
原
の
中
に
あ
り

C
M
C
が
3
年
前
に
建
設
し
た
ボ
ッ

プ
イ
安
倍
小
学
校
で
は
子
ど
も
達
と

縄
跳
び
や
サ
ッ
カ
ー
・
ゴ
ム
跳
び
等
々

の
交
流
を
し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
子
ど
も
達
が
小
学
校
を
卒
業

し
て
も
続
け
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
、

現
在
中
学
校
の
建
設
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

地
雷
被
害
者
が
入
院
し
て
い
る
病

院
で
は
、
前
日
手
術
し
た
ば
か
り
の

被
害
者
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
樋
口
靖
則
） 

今
年
、
3
回
目
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
3
月
25
日
、
宮
崎
国
際
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
参
加
者
11
名
の
も
と
開
催

し
ま
し
た
。 

九
州
北
部
は
桜
開
花
宣
言
さ
れ
た

も
の
の
、
宮
崎
で
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は
一
分
咲
き
程
度
、
山
桜
は
あ
ち
こ

ち
に
見
ら
れ
、
穏
や
か
な
絶
好
の
ゴ

ル
フ
日
和
。 

花
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
プ
レ
ー

を
楽
み
た
い
と
こ
ろ
が
、
つ
い
つ
い

真
剣
に
な
り
、
花
を
見
る
余
裕
は
な

く
プ
レ
ー
に
専
念
、
一
打
一
打
自
分

の
プ
レ
ー
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
プ
レ
ー

を
評
価
し
な
が
ら
楽
し
く
一
日
の
プ

レ
ー
は
終
了
。 

優
勝
・
伊
東
考
さ
ん
、
準
優
勝
・

渡
邊
良
一
さ
ん
で
11
人
中
4
人
が

ア
ン
ダ
ー
パ
ー
の
好
成
績
、
表
彰
後

近
況
報
告
、
懇
談
を
し
な
が
ら
終
え

ま
し
た
。 

次
回
は
4
月
24
日（
木
）
宮
崎
国

際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
27
Ｈ
プ
レ
ー
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
　（
佐
々
木
勝
美
） 

平
成
20
年
度
　
福
岡
地
区
の
初
コ

ン
ペ
を
4
月
3
日
に
夜
須
高
原

C
C
に
お
い
て
、
新
メ
ン
バ
ー
4
名

を
加
え
て
51
名
参
加
の
も
と
開
催
。 

初
め
に
江
口
幹
事
か
ら
日
頃
の
ク

ラ
ブ
運
営
へ
の
ご
協
力
に
対
す
る
お

礼
と
、
今
年
も
元
気
で
楽
し
い
ゴ
ル

フ
を
通
じ
て
お
互
い
の
親
睦
を
図
り

ま
し
ょ
う
と
挨
拶
。 

当
日
、
風
は
少
し
あ
る
も
の
の
快

晴
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
、
コ
ー

ス
は
平
坦
で
広
い
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
・

大
き
な
グ
リ
ー
ン
、
皆
さ
ん
開
幕
戦

を
の
び
の
び
気
持
ち
よ
く
ラ
ウ
ン
ド

し
て
い
ま
し
た
。 

上
位
入
賞
者
は
全
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ー
。

優
勝
・
梅
津
圭
造
さ
ん
、
準
優
勝
・

安
井
一
男
さ
ん
、
3
位
・
桑
山
節
男

さ
ん
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
実
力
者

の
平
野
政
義
さ
ん
が
75
打
で
獲
得
。

ち
な
み
に
全
参
加
者
の
平
均
ス
ト
ロ
ー

ク
は
96
・
29
。
今
年
の
開
幕
戦
は
、
和

や
か
な
表
彰
式
を
へ
て
滞
り
な
く
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
　
　（
今
村
繖
利
） 

3
月
21
日
に
九
州
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
小
岱
山
コ
ー
ス
で
、
本
年
度
第
5

回
目
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。 

天
気
は
晴
れ
渡
っ
た
ゴ
ル
フ
日
和

で
、
ス
コ
ア
ー
に
文
句
を
付
け
ら
れ

な
い
程
良
い
天
気
で
し
た
。
プ
レ
ー

中
は
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
自
己
批
判
す

る
人
、
調
子
に
乗
っ
て
い
る
人
、
あ

き
ら
め
た
人
、
悲
鳴
を
あ
げ
る
人
等

様
々
で
愉
快
な
一
日
で
し
た
。
当
日

の
成
績
は
手
島
恒
治
さ
ん
が
グ
ロ
ス

83
、
ネ
ッ
ト
67
で
見
事
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
雨
天
で
順

延
し
た
た
め
に
14
名
と
本
年
最
少
の

人
員
で
し
た
が
、
楽
し
く
充
実
し
た

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
4

月
25
日
（
金
）
に
鹿
央
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
解

散
と
し
ま
し
た
。
　
　
　（
中
川
祥
次
） 

3
月
24
日
、
第
24
回
若
佐
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
23

名
参
加
の
下
、
佐
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
メ
ン

バ
ー
徳
永
敏
夫
さ
ん
の
紹
介
の
あ
と
、

新
企
画
地
域
別
チ
ー
ム
対
抗
の
ル
ー

ル
説
明
が
行
わ
れ
、
前
回
優
勝
の
中

嶋
克
彦
さ
ん
の
始
球
式
で
始
ま
り
ま

し
た
。 

佐
賀
Ｃ
Ｃ
自
慢
？
の
難
し
い
グ
リ
ー

ン
に
四
苦
八
苦
し
、
グ
ロ
ス
96
を
叩

き
優
勝
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

私
（
大
江
）
が
ネ
ッ
ト
79
で
優
勝
、

皆
さ
ん
が
グ
リ
ー
ン
で
苦
労
さ
れ
た

様
子
が
分
か
る
成
績
で
し
た
。
2
位

は
西
村
昭
南
さ
ん
、
3
位
は
中
園
正

二
郎
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
別
チ
ー
ム
対
抗
は
、
久
留
米
チ
ー

ム
が
優
勝
、
み
や
き
・
神
埼
チ
ー
ム

が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

平
成
19
年
度
の
ゴ
ル
フ
大
会
が
閉
幕

し
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
も
中
嶋

克
彦
さ
ん
、
中
川
明
夫
さ
ん
の
お
二

人
に
世
話
役
と
し
て
運
営
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は

5
月
19
日
（
月
）
に
セ
ン
ト
ラ
ル
福

岡
で
の
開
催
が
決
ま
り
、
健
闘
を
誓
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。
　
　
　（
大
江
豪
） 

 今
回
で
4
回
目
の
篠
栗
四
国
霊

場
め
ぐ
り
、
4
月
1
日
、
Ｊ
Ｒ
篠
栗

駅
に
41
名
が
集
合
。
先
ず
は
、
ハ
ン

グ
ラ
イ
ダ
ー
発
進
基
地
の
米
の
山
展

望
台
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
上
が
る
。
絶

景
の
福
岡
平
野
・
玄
界
灘
を
一
望
し
、

若
杉
山
・
山
頂
（
標
高
6
8
1
m
）

と
奥
の
院
を
め
ざ
す
。 

昼
食
後
よ
り
本
格
的
霊
場
め
ぐ
り

に
入
り
、
仏
岩
・
夫
婦
杉
の
遍
路
道

を
下
り
、
荒
田
高
原
（
標
高
3
6
0
m
）

に
出
る
。
26
番
札
所
荒
田
薬
師
大
師

寺
を
振
り
出
し
に
、
霊
場
創
設
の
功

労
者
で
あ
る
田
ノ
浦
の
藤
木
藤
助
翁

像
や
山
手
木
原
喜
作
翁
碑
に
敬
意
を

捧
げ
つ
つ
、
17
番
山
手
観
音
堂
を
打

ち
止
め
と
し
ま
し
た
。
合
計
14
ヶ
寺

の
お
遍
路
巡
り
で
9 
km
を
歩
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
野
田
弘
信
） 

月
例
会
で
は
、
2
月
9
日
に
実
施

し
た
「
中
洲
・
川
端
の
町
」
撮
影
会
、

2
月
23
日
の
„
太
門
窯„

の
グ
ル
ー

プ
撮
影
、
そ
の
後
の
自
由
作
品
な
ど

出
品
多
数
で
会
場
テ
ー
ブ
ル
が
直
ぐ

に
満
杯
と
な
り
、「
中
州
・
川
端
」
の

写
真
で
は
店
先
の
商
品
や
展
示
物
を

美
術
的
に
切
り
取
っ
た
写
真
や
街
中

を
背
景
の
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
の
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

ゴ
ル
フ
 
福
岡
 

ゴ
ル
フ
 
熊
本
 

ゴ
ル
フ
 
宮
崎
 

『
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
』
 

ゴ
ル
フ
 
佐
賀
 

福
岡
 

歩
こ
う
会
 

羽
田
野
勝
利
（
大
分
地
区
） 

樋
口
　
靖
則
（
佐
賀
地
区
） 

写
真
 
福
岡
 

好
 
好
 会
 
会
 活
 
活
 動
 
動
 

同
 
同
 

カンボジア現地にて 

優勝・大江豪さん 

若杉山 山頂にて 白虎のウインドー（坂井 さん撮影） 



お
知
ら
せ
 

お
知
ら
せ
 

シ
ネ
マ
講
座
ご
案
内
 

日
 
時
 2
0
0
8
年
6
月
18
日（
水
） 

場
 
所
 【
春
日
寮
】 

 

〒
8
1
6-

0
8
1
2
 

 

春
日
市
平
田
台
1
丁
目
1
3
8-

1
 

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）春
日
寮
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
 0
9
2-

5
8
3-

5
3
0
0
 

開
始
時
間
 午
後
１
：
０
０
 

タ
イ
ト
ル
 「
栄
家
の
三
姉
妹
」 
1
4
6
分
 

製
作
年
度
 1
9
9
7
年
／
香
港
・
日
本
 

監
　
督
 メ
ー
ベ
ル
・
チ
ャ
ン
 

主
　
演
 マ
ギ
ー
・
チ
ャ
ン
／
ミ
シ
ェ
ル
・
ヨ
ー
 

会
　
費
 無
料
 

会
員
の
動
き
 

会
員
の
動
き
 

会
員
の
動
き
 

（
会
員
や
ご
家
族
か
ら
の
ご
辞
退
申
し
出
を
除
き
掲
載
し
ま
す
） 

 
 

 

【
傘
寿
】
昭
和
3
年
生
ま
れ
 

矢
崎
正
躬
 
（
福
岡
／
西
） ４
・
８
 

【
古
希
】
昭
和
13
年
生
ま
れ
 

澤
田
眞
次
 
（
福
岡
／
南
） ４
・
25
 

益
田
進
次
郎
 （福
岡
／
中
） ５
・
１
 

小
西
英
司
 
（
福
岡
／
中
） ５
・
３
 

 
 

 
　
　
 

平
野
義
和
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
宮
崎
）宮
崎
 

井
上
尚
俊
（
松
下
電
工
久
留
米
）福
岡
／
北
東
 

次
松
数
男
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
宮
崎
）宮
崎
 

永
尾
信
明
（
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）福
岡
／
北
東
 

斉
藤
　
誠
（
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）福
岡
／
中
 

井
口
敏
明
（
P
F
S
C
）
福
岡
／
南
 

小
柏
功
夫
（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
推
進
G
）福
岡
／
南
東
 

瀧
　
　
茂
（
デ
バ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
大
分
）大
分
 

 
　
　
 

藤
吉
一
義
（
P
C
C
本
社
）
福
岡
／
西
 

神
崎
勝
利
（
P
F
S
C
本
社
）
福
岡
／
南
 

川
村
雅
雄
（
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）福
岡
／
西
 

川
畑
節
男
（
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）福
岡
／
西
 

堀
尾
一
宏
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
宮
崎
）宮
崎
 

杉
田
俊
彦
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
宮
崎
）宮
崎
 

黒
木
康
夫
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
宮
崎
）宮
崎
 

庄
司
福
一
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
宮
崎
）宮
崎
 

井
上
　
隆
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
宮
崎
）宮
崎
 

杉
山
　
初
（
P
C
C
テ
ス
ト
ラ
ボ（
株
））福
岡
／
南
東
 

 
 

 

岡
村
　
茂
 （
遠
隔
地
） 

上
田
正
夫
 （
福
岡
／
西
） 

岩
本
　
彰
 （
福
岡
／
南
） 

梅
原
忠
義
　
 （福
岡
／
南
） 

松
原
　
章
 （
福
岡
／
西
） 

入
江
義
典
 （
福
岡
／
南
） 

浜
野
国
善
 （
佐
賀
） 

 
 

　
　
 
 

 

藤
村
正
紀
 （
宮
崎
） 

段数を数えながら 

交流会風景 セミナーの様子 

桧原運動公園でテニス練習実施 

太門窯の窯焚き風景 

3
月
18
日
、
パ
ソ
コ
ン
交
流
会
を

基
山
町
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
者
か
ら
の
希
望
が
多
か
っ

た
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
HP
）
作
成
」
に

つ
い
て
、
松
九
会
HP
担
当
で
、
佐
賀

地
区
HP
の
立
ち
上
げ
か
ら
ご
指
導
頂

い
て
い
る
福
永
攻
治
さ
ん
（
南
東
地

区
）
に
講
師
を
お
願
い
し
、
題
材
を

「
海
外
旅
行
記
」
に
設
定
し
学
習
し

ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
見
る
側
だ
け
で
あ
っ
た

HP
が
、
今
後
、
自
分
自
身
で
旅
行
記

や
趣
味
の
成
果
を
発
信
で
き
る
こ
と

に
大
い
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

次
回
の
交
流
会
は
6
月
30
日
（
月
）、

会
場
を
鳥
栖
中
央
公
民
館
に
移
し
、

①
HP
作
成
の
復
習
　
②
デ
ー
タ
ー
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
方
法
を
テ
ー
マ
に
開
催
の

予
定
で
す
。
ま
た
、
世
話
役
も
一
年

間
お
世
話
頂
い
た
樋
口
靖
則
さ
ん
か

ら
川
野
克
睦
、
溝
越
昭
義
の
お
二
人

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
小
林
正
勝
） 

3
月
24
日
、
本
年
度
最
後
の
セ
ミ

ナ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
参
加
者
18
名
で
開
催
し

ま
し
た
。
粕
屋
町
の
「
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
」
を
会
場
と
し
、
福
永
攻
治

さ
ん
の
指
導
の
も
と
皆
さ
ん
熱
心
に

勉
強
し
ま
し
た
。 

最
初
に
松
九
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
き
、「
お
役
立
ち
情
報
サ
イ
ト
」

の
「
検
索
デ
ス
ク
」
を
使
っ
て
株
価

情
報
・
用
語
検
索
・
画
像
検
索
等
の

検
索
方
法
を
学
び
ま
し
た
。「
ラ
ー

メ
ン
　
○
○
町
（
自
分
の
住
所
）」
と

入
力
す
る
と
自
宅
の
近
く
に
あ
る
ラ
ー

メ
ン
屋
の
場
所
が
全
て
分
っ
た
り
、「
大

さ
じ
1
は
何
ｃ
ｃ
」
と
入
力
す
る
と

そ
の
答
え
が
出
ま
す
。「
地
図
検
索
」

で
自
宅
の
航
空
写
真
を
見
た
り
、
タ

ク
シ
ー
料
金
も
分
り
ま
し
た
。
日
本

語
を
瞬
時
に
英
語
に
翻
訳
し
た
り
、

自
分
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
詳
し
い

内
容
が
判
っ
た
り
、
日
常
生
活
に
有

益
な
利
用
方
法
を
沢
山
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
パ
ソ
コ
ン
の
立
ち
上
が
り
時

間
の
短
縮
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
学

習
し
、
充
実
し
た
顔
で
散
会
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
木
村
健
一
） 

本
年
度
最
後
の
練
習
を
3
月
26

日
に
桧
原
運
動
公
園
で
実
施
し
ま
し

た
。
11
名
が
参
加
し
、
少
し
肌
寒
く
、

時
折
強
い
風
も
あ
り
ま
し
た
が
、
絶

好
の
テ
ニ
ス
日
和
。
練
習
は
シ
ョ
ー

ト
、
ボ
レ
ー
な
ど
で
体
を
慣
ら
し
、

2
面
に
別
れ
て
4
ゲ
ー
ム
先
取
戦

で
競
い
合
い
ま
し
た
。 

メ
ン
バ
ー
は
日
頃
の
ス
ク
ー
ル
練

習
の
進
歩
を
確
認
さ
れ
る
方
、
日
頃

は
仕
事
で
運
動
の
機
会
が
な
く
テ
ニ

ス
実
施
日
は
都
合
を
つ
け
ら
れ
る
方
、

テ
ニ
ス
経
験
は
な
い
が
運
動
不
足
解

消
の
方
な
ど
様
々
で
す
が
、
多
少
疲

労
感
を
感
じ
な
が
ら
い
つ
も
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
で
帰
路
に
つ
い
て
い

ま
す
。
新
規
に
参
加
さ
れ
る
方
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　（
菅
原
国
弘
） 

4
月
4
日
、
今
年
度
最
初
の
里
山

歩
き
は
鳥
栖
市
民
の
森
駐
車
場
に
集

合
。
春
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
会
員
の
お
孫
さ
ん
7
名
の
参
加

で
総
勢
30
名
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

賑
わ
い
の
会
と
な
っ
た
。 

駐
車
場
周
辺
の
清
掃
奉
仕
の
後
、

杓
子
ケ
峰
を
目
指
し
出
発
。
ダ
ム
湖

畔
の
桜
並
木
を
歩
き
ダ
ム
の
堰
へ
、

堰
堤
（
写
真
）
を
下
る
時
は
長
い
階
段

の
数
を
当
て
る
ク
イ
ズ
に
興
じ
な
が

ら
、
大
木
川
沿
い
に
県
道
を
下
り
登

山
口
へ
、
し
ば
ら
く
樹
林
帯
を
登
る

と
視
界
が
開
け
山
頂
広
場
に
着
い
た
。 

山
頂
で
は
満
開
の
桜
を
愛
で
な
が

ら
食
べ
た
お
に
ぎ
り
が
豪
華
な
お
花

見
弁
当
に
感
じ
ら
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

昼
食
後
子
供
達
は
草
ス
キ
ー
、
大
人

は
わ
ら
び
狩
り
を
楽
し
み
、
世
話
役

が
沸
か
し
て
く
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
で
至

福
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

帰
路
は
奥
山
へ
ミ
ニ
縦
走
し
、
出

発
点
の
市
民
の
森
へ
戻
る
。
好
天
に

恵
ま
れ
満
開
の
桜
を
巡
る
お
花
見
ウ
ォ
ー

ク
と
な
っ
た
。
　
　
　
　（
小
林
正
勝
） 

2
月
23
日
、
太
門
窯
の
窯
焚
き
に

写
真
ク
ラ
ブ
と
し
て
お
邪
魔
し
ま
し

た
。
登
り
窯
の
前
で
奮
戦
す
る
太
田

洋
通
さ
ん
を
パ
チ
リ
。
熱
気
が
こ
ち

ら
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
田
和
夫
） 

掲
載
の
写
真
は
坂
井

さ
ん
作
品

で
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
ー
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
を
無
駄
の
な
い
画
面
構
成
に

撮
ら
れ
た
ス
キ
の
な
い
完
全
度
の
高

い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
„
火
と
炎„
が
主
役
の
「
太

門
窯
」
で
は
、
夕
方
や
夜
の
光
で
撮
っ

た
写
真
の
力
強
さ
に
軍
杯
を
あ
げ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
柴
田
恭
輔
） 
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各クラブの行事情報 

クラブ名 連 絡 先  予 定 行 事  

5/13 仰鳥帽子山／熊本 
5/24～26 雲仙・普賢岳・眉山・ 
 黒髪山～青螺山 
6/14 猟師山～合頭山／大分 
6/28 城山～金山／福岡 
7/12 笠置山／福岡・若宮 

藤井 哲夫 
092-566-0871

米倉 昭正  
092-585-0969

6/5 二神沖 
7/18 呼子周辺 

6/12 北山ＣＣ（9：00） 江口 勝眞 
092-566-0885

登　山 

釣　り 

ゴルフ 

6/3 唐津街道（赤間～畦町）（パート3） 野田 弘信  092-566-6134歩こう会 

クラブ名 連 絡 先  予 定 行 事  

木村 健一  
092-573-0210

5/26 パソコン入門 
7/22 デジカメde同時プリント（春日寮） 
 （10：00～） 

パソコン 

松九会事務局 
092-512-9592

6/18 栄家の三姉妹(シネマ）（春日寮） 
 （13：00～） 生涯学習 

柴田 恭輔 
092-807-1819

6/20 例会（13：00～） 
7/18 例会（13：00～） カメラ 

佐藤 直之  
092-565-2378

6/25 桧原運動公園 
7/30 桧原運動公園 テニス 

クラブ名 連 絡 先  予 定 行 事  

1/12 ★戸上山／北九州 
2月中 ★行縢山～落水の滝／宮崎 
3/22 ★鷹取山／佐賀 

藤井 哲夫 
092-566-0871

2/5 長崎街道（パート5）を歩く 
 （直方～小竹～飯塚宿） 

野田 弘信  
092-566-6134

佐藤 直之  
092-565-2378

1/30 ブライトＴＣ 
2/27 ブライトＴＣ 
3/26 桧原運動公園 

柴田 恭輔 
092-807-1819

木村 健一  
092-573-0210

1/18 例会 
2/9 冬の撮影会 
3/21 例会 

1/22 パソコン裏技（春日寮） 
3/25 インターネットⅡ（サンレイクかすや） 

1/16 シネマ講座 松九会事務局 
092-512-9592

登　山 

歩こう会 

テニス 

カメラ 

パソコン 

生涯学習 
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生涯学習 


